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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第71期 第２四半期

連結累計期間
第72期 第２四半期

連結累計期間
第71期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 5,861,752 5,803,708 10,640,668

経常利益 （千円） 217,646 221,957 216,496

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 155,551 153,412 134,241

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 156,339 154,994 137,334

純資産額 （千円） 1,693,693 1,817,088 1,674,688

総資産額 （千円） 6,740,491 5,927,611 5,840,135

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 248.64 245.22 214.58

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 25.13 30.65 28.68

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △17,188 △66,266 417,986

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △5,666 △30,659 24,494

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 25,785 △138,200 △835,548

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,152,741 521,616 756,741

 

回次
第71期

第２四半期
連結会計期間

第72期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 430.88 448.19

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は、ありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策を背景に、一部では企業収益や雇用情勢が改善

するなど、緩やかな回復基調が続いておりますが、米国の政策運営や欧州諸国の政治情勢の不安定さ、地政学的リス

クの高まり等、未だに先行き不透明感が強まっております。また、個人消費の拡大に対する期待感はあるものの、節

約志向の継続から個人消費の伸びに力強さを欠き、本格的な安定成長を実感するまでには至っておらず、当社グルー

プを取り巻く環境は依然として厳しい状況で推移しております。

　このような状況の下、当社グループでは「チーム力を高め、最大の成果を生み出そう」を年度スローガンとし、み

やげ事業を中心に販路拡大策の実施や社内業務の改善に取り組んでまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は5,803百万円（前年同四半期比1.0％減）、営業利益は232百万円

（前年同四半期比2.3％減）、経常利益は221百万円（前年同四半期比2.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益は153百万円（前年同四半期比1.4％減）となりました。

 

セグメント別業績は次のとおりであります。

①みやげ卸売事業

　みやげ卸売事業は、当社及び当社子会社により地域の特色を生かした商品開発と当社開発のオリジナル商品群の提

案による販路拡大を進めてまいりましたが、一部観光地における客数の減少も見られ、この結果売上高は3,506百万

円（前年同四半期比0.8％減）となりました。営業利益は販売費及び一般管理費の削減により267百万円（前年同四半

期比14.1％増）となりました。

②みやげ小売事業

　みやげ小売事業は、一部店舗において入込客の減少が見られましたが、本年3月下旬に鎌倉駅ビル内に出店した

「鎌倉旬粋」の売上が寄与し、売上高は712百万円（前年同四半期比3.9％増）となりました。営業利益は本年9月中

旬にイオンモール松本内に出店した「ハートメモリー信州」の出店経費計上の影響もあり、18百万円（前年同四半期

比14.4％減）となりました。

③みやげ製造事業

　みやげ製造事業は、当社や各地の当社子会社及び各観光地の取引先の地域性を活かしたオリジナル商品の開発と提

案による積極的な生産活動に努めてまいりました。この結果、受注の増加により売上高は123百万円（前年同四半期

比2.3％増）となり、営業利益は販売費及び一般管理費の削減により37百万円（前年同四半期比134.1％増）となりま

した。

④温浴施設事業

　温浴施設事業は、各種イベントを積極的に企画・情報発信・実施すると同時に、接客・サービスのレベルアップ及

び各施設においてリピーターの増加に努めてまいりましたが、来場者数並びに客単価が減少したことにより、売上高

は807百万円（前年同四半期比3.5％減）となり、営業利益は売上高減少が大きく影響したこと、また一部原価の価格

上昇により7百万円（前年同四半期比79.8％減）となりました。

⑤不動産賃貸事業

　不動産賃貸事業は、長野市内の「ショッピングタウンあおぞら」のテナント管理を中心に営んでおります。これら

の賃料収入は54百万円（前年同四半期比1.5％増）となり、営業利益は22百万円（前年同四半期比0.7％増）となりま

した。
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⑥アウトドア用品事業

　アウトドア用品事業は、シーズンに合わせたユーザー参加型のイベントの企画・開催によりお客様ニーズの発掘と

購買意欲を喚起してまいりました。またユーザーに合わせた各種情報の収集とSNS等による情報発信を積極的に行っ

てまいりましたが、天候不順による客数、販売数の減少により、売上高は337百万円（前年同四半期比4.6％減）とな

り、営業利益は販売費及び一般管理費の減少により26百万円（前年同四半期比1.1％増）となりました。

⑦その他事業

　その他事業は、長野県内におけるギフト店、飲食店、和洋菓子直売店等の運営が含まれ、催事・イベント等販売活

動を積極的に推進してまいりましたが、売上高は261百万円（前年同四半期比4.9％減）となり、営業利益は20百万円

（前年同四半期比2.6％減）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローが66百万円の支

出、投資活動によるキャッシュ・フローが30百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フローが138百万円の支出

となり、この結果当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、521

百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は66百万円（前年同四半期は17百万円の使用）となりました。これは主に税金等調整

前四半期純利益222百万円及び減価償却費107百万円による収入に対して、売上債権の増加374百万円、たな卸資産の

増加54百万円による支出の差額によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は30百万円（前年同四半期は5百万円の使用）となりました。これは主に定期預金の

払戻48百万円及び敷金保証金の回収41百万円による収入に対して、定期預金の預入27百万円及び有形固定資産の取得

89百万円による支出の差額によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は138百万円（前年同四半期は25百万円の獲得）となりました。これは主に短期借入

金の4,690百万円及び長期借入金の300百万円による収入に対して、短期借入金の返済4,570百万円及び長期借入金の

返済546百万円による支出の差額によるものであります。

（３）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

 

（５）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　（注）平成29年６月29日開催の第71期定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。

これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は14,400,000株減少し、

1,600,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,275,000 727,500

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 7,275,000 727,500 － －

　（注）１．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済

株式総数は6,547,500株減少し、727,500株となっております。

２．平成29年６月29日開催の第71期定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されておりま

す。これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株

に変更となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額

（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年７月１日

～

平成29年９月30日

－ 7,275,000 － 1,000,000 － 1,251

　（注）平成29年６月29日開催の第71期定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合

で株式併合を行い、発行済株式総数は6,547,500株減少し、727,500株となっております。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　久保田　知幸 　長野県長野市 423 5.81

　株式会社八十二銀行 　長野県長野市中御所岡田178番地8 311 4.27

　長野信用金庫 　長野県長野市大字鶴賀133-1 240 3.29

　久保田　一臣 　長野県長野市 189 2.59

　宮尾　聡 　長野県長野市 170 2.33

　宮尾　勝 　長野県長野市 168 2.31

　二本松　武典 　長野県長野市 160 2.19

　所　正純 　長野県長野市 145 1.99

　タカチホ従業員持株会 　長野県長野市大字大豆島5888 106 1.46

　八十二キャピタル株式会社 　長野県長野市南長野南石堂町1282-11 100 1.37

計  2,012 27.67

　（注）１．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っておりますが、上記所有株式数につ

いては、当該株式併合前の所有株式数を記載しております。

２．所有株式数の千株未満は切り捨てております。

３．「発行済株式総数に対する所有株式数の割合」は単元未満株式数を含めた割合であります。

４．当社は自己株式1,018,908株を保有しており、上記大株主から除外しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　1,018,000 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　6,229,000 6,229 －

単元未満株式 　普通株式　　 28,000 － －

発行済株式総数 7,275,000 － －

総株主の議決権 － 6,229 －

　（注）１．「完全議決株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

２．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済

株式総数は6,547,500株減少し、727,500株となっております。

３．平成29年６月29日開催の第71期定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されておりま

す。これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株

に変更となっております。

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社タカチホ
　長野県長野市大豆島

　5888番地
1,018,000 － 1,018,000 13.99

計 － 1,018,000 － 1,018,000 13.99

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 792,741 536,616

受取手形及び売掛金 749,294 ※２ 1,123,492

商品及び製品 474,706 530,794

原材料及び貯蔵品 78,574 77,162

その他 84,444 78,947

貸倒引当金 △2,984 △1,903

流動資産合計 2,176,777 2,345,109

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 897,956 891,878

土地 1,123,798 1,123,798

その他（純額） 226,061 218,023

有形固定資産合計 2,247,816 2,233,700

無形固定資産 67,251 65,251

投資その他の資産   

敷金及び保証金 822,528 764,157

その他 541,858 533,705

貸倒引当金 △16,096 △14,312

投資その他の資産合計 1,348,290 1,283,550

固定資産合計 3,663,358 3,582,502

資産合計 5,840,135 5,927,611

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 450,929 465,008

短期借入金 1,549,195 1,547,909

未払法人税等 55,260 71,898

賞与引当金 55,540 57,738

返品調整引当金 3,160 3,753

ポイント引当金 12,540 13,037

その他 281,433 428,495

流動負債合計 2,408,059 2,587,840

固定負債   

社債 100,000 －

長期借入金 1,149,886 1,025,484

役員退職慰労引当金 69,671 67,944

資産除去債務 376,334 373,844

その他 61,495 55,409

固定負債合計 1,757,387 1,522,682

負債合計 4,165,447 4,110,523
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 708,318 708,318

利益剰余金 171,958 312,776

自己株式 △200,344 △200,344

株主資本合計 1,679,932 1,820,750

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △5,244 △3,661

その他の包括利益累計額合計 △5,244 △3,661

純資産合計 1,674,688 1,817,088

負債純資産合計 5,840,135 5,927,611
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 5,861,752 5,803,708

売上原価 4,322,391 4,332,068

売上総利益 1,539,361 1,471,640

販売費及び一般管理費 ※ 1,301,655 ※ 1,239,402

営業利益 237,705 232,238

営業外収益   

受取利息 3,595 3,004

受取配当金 405 375

仕入割引 1,570 467

受取事務手数料 1,015 1,054

その他 3,784 2,719

営業外収益合計 10,371 7,621

営業外費用   

支払利息 29,991 14,375

その他 438 3,526

営業外費用合計 30,430 17,901

経常利益 217,646 221,957

特別利益   

固定資産売却益 276 763

特別利益合計 276 763

税金等調整前四半期純利益 217,923 222,721

法人税、住民税及び事業税 59,872 62,377

法人税等調整額 2,500 6,931

法人税等合計 62,372 69,308

四半期純利益 155,551 153,412

親会社株主に帰属する四半期純利益 155,551 153,412
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 155,551 153,412

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 788 1,582

その他の包括利益合計 788 1,582

四半期包括利益 156,339 154,994

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 156,339 154,994

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 217,923 222,721

減価償却費 114,695 107,293

固定資産売却損益（△は益） △276 △763

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,018 △2,864

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,311 2,197

返品調整引当金の増減額（△は減少） △204 593

ポイント引当金の増減額（△は減少） 377 496

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,325 △1,727

受取利息及び受取配当金 △4,001 △3,380

仕入割引 △1,570 △467

支払利息 29,991 14,375

売上債権の増減額（△は増加） △240,000 △374,198

たな卸資産の増減額（△は増加） △39,687 △54,675

営業保証金の増減額（△は増加） 13,177 6,877

仕入債務の増減額（△は減少） 7,664 22,944

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,537 9,130

前受金の増減額（△は減少） △1,634 △487

その他の資産の増減額（△は増加） △15,191 24,421

その他の負債の増減額（△は減少） 4,797 17,887

小計 85,528 △9,622

利息及び配当金の受取額 2,070 858

利息の支払額 △29,045 △14,307

法人税等の支払額 △76,131 △48,609

法人税等の還付額 390 5,414

営業活動によるキャッシュ・フロー △17,188 △66,266

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △140,000 △27,000

定期預金の払戻による収入 160,000 48,000

有形固定資産の取得による支出 △65,377 △89,951

無形固定資産の取得による支出 △2,456 △600

敷金及び保証金の差入による支出 － △3,610

敷金及び保証金の回収による収入 41,890 41,739

その他 276 763

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,666 △30,659
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 450,000 4,690,000

短期借入金の返済による支出 △550,000 △4,570,000

長期借入れによる収入 400,988 300,988

長期借入金の返済による支出 △275,021 △546,676

配当金の支払額 △181 △12,512

財務活動によるキャッシュ・フロー 25,785 △138,200

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,930 △235,125

現金及び現金同等物の期首残高 1,149,810 756,741

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,152,741 ※ 521,616

 

EDINET提出書類

株式会社タカチホ(E02787)

四半期報告書

15/22



【注記事項】

（会計上の見積りの変更）

　当社は、新潟市中央区の土地について、温浴施設事業の用に供する目的で、平成12年10月に期間を20年とする

事業用定期借地権設定契約を締結し、建物等については耐用年数を借地契約期間として減価償却を行っておりま

したが、平成29年９月に事業用定期借地権設定合意書を締結し、契約期限を当初の平成32年10月から平成42年10

月に変更いたしました。

　この結果、耐用年数を変更後の借地契約期間に見直し、将来にわたり変更しております。

　また、事業用定期借地権設定契約に伴う現状回復義務として計上していた資産除去債務についても、支払発生

までの見込み期間を延長しており、この変更により資産除去債務残高を10,291千円減額しております。さらに契

約期間の変更を契機として将来の除去費用の見積もりを再度実施した結果、資産除去債務残高を4,101千円増額

しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ2,627千円増加しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１ 偶発債務

　三菱ＵＦＪリース株式会社を被保証者として、平成33年12月末までの事業用土地の賃借人としての賃料(現

行月額1,942千円)の支払等一切の債務について、当該土地の賃貸人に対して連帯保証を行っております。

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が

四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形 －千円 9,949千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

貸倒引当金繰入額 2,018千円 △2,864千円

ポイント引当金繰入額 583 777

給与賞与 539,830 492,624

賞与引当金繰入額 56,471 52,612

役員退職慰労引当金繰入額 2,500 3,397

退職給付費用 11,618 11,943

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 1,357,588千円 536,616千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △204,847 △15,000

現金及び現金同等物 1,152,741 521,616

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 12,512 2  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 

みやげ

卸売事業

みやげ

小売事業

みやげ

製造事

業

温浴施設

事業

不動産

賃貸事

業

アウトドア

用品事業
計

売上高            

外部顧客への

売上高
3,536,205 685,174 120,965 836,795 53,372 354,110 5,586,624 275,128 5,861,752 － 5,861,752

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

94,593 － 174,797 － 12,000 － 281,391 198,758 480,150 △480,150 －

計 3,630,799 685,174 295,763 836,795 65,372 354,110 5,868,016 473,886 6,341,903 △480,150 5,861,752

セグメント

利益
234,691 21,679 15,859 34,844 22,474 26,219 355,768 21,352 377,120 △139,414 237,705

　(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ギフト事業等を含んで

おります。

　　　２　セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等の全社費用でありま

す。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円）

 報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 

みやげ

卸売事業

みやげ

小売事業

みやげ

製造事

業

温浴施設

事業

不動産

賃貸事

業

アウトドア

用品事業
計

売上高            

外部顧客への

売上高
3,506,844 712,219 123,714 807,361 54,151 337,853 5,542,144 261,564 5,803,708 － 5,803,708

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

81,556 － 187,991 20 12,000 － 281,568 201,949 483,518 △483,518 －

計 3,588,400 712,219 311,706 807,381 66,151 337,853 5,823,713 463,513 6,287,226 △483,518 5,803,708

セグメント

利益
267,870 18,550 37,130 7,023 22,630 26,519 379,724 20,804 400,529 △168,291 232,238

　(注)１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ギフト事業等を含んで

おります。

　　　２　セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等の全社費用でありま

す。

　　　３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 248円64銭 245円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千

円）
155,551 153,412

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
155,551 153,412

普通株式の期中平均株式数（千株） 625 625

（注）１．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結

会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しておりま

す。

２．潜在株式調整後１株当たりの四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

（重要な後発事象）

（株式併合及び単元株式数の変更等）

　当社は、平成29年５月15日開催の取締役会において、平成29年６月29日開催の第71期定時株主総会に株式併合、

単元株式数の変更及び発行可能株式総数の変更について付議することを決議し、同定時株主総会で承認可決され、

平成29年10月１日でその効力が発生しております。

 

　(1)株式併合及び単元株式数の変更の目的

　全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を発表し、上場する内国会社の普通株式の売買単位を

100株に統一することを目指しております。

　当社は、東京証券取引所に上場する企業として、この趣旨を尊重し、当社普通株式の売買単位である単元株式数

を1,000株から100株に変更することとし、併せて、証券取引所が望ましいとしている投資単位の金額水準（５万円

以上50万円未満）を勘案し、株式併合（普通株式10株につき１株の割合で併合）を実施するものであります。

 

　(2)株式併合の内容

①株式併合する株式の種類

　普通株式

②株式併合の方法・比率

　平成29年10月１日をもって、平成29年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数を基準

に、10株につき１株の割合をもって併合いたしました。

③株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成29年９月30日現在） 7,275,000 株

株式併合により減少する株式数 6,547,500 株

株式併合後の発行済株式総数 727,500 株

（注）「株式併合により減少する株式数」及び「株式併合後の発行済株式総数」は、併合前の発行済株式総数及び

併合割合に基づき算出した理論値であります。

 

　(3)１株未満の端数が生じる場合の処理

　株式併合の結果、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法の定めに基づき、一括して処分し、その処分代

金を端数が生じた株主に対して、端数の割合に応じて分配いたします。

 

　(4)効力発生日における発行可能株式総数

　1,600,000株

　株式併合の割合にあわせて、従来の16,000,000株から1,600,000株に減少いたしました。
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　(5)単元株式数の変更の内容

　株式併合の効力発生と同時に、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。

 

　(6)株式併合、単元株式数及び発行可能株式総数の変更の日程

取締役会決議日 平成29年５月15日

株主総会決議日 平成29年６月29日

株式併合、単元株式数及び発行可能株式総数の変更の効力発生日 平成29年10月１日

 

　(7)１株当たり情報に及ぼす影響

　１株当たり情報に及ぼす影響については、当該箇所に記載しております。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月13日

株式会社タカチホ

取締役会　御中

 
 

清陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 大河原恵史　印

 

 
指定社員
業務執行社員

公認会計士 松渕敏朗　　印

 

 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカチ

ホの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカチホ及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

　（注）１上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社タカチホ(E02787)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

